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　このコーナーでは、福島市のさまざまな分野で活躍する人や団体
を紹介します。今回は、聴覚障がい者当事者であり、手話をはじめ、
ろう者の人権、権利を守る活動をしている福島聴力障害者会会長の
西
にしやま

山秀
ひでゆき

幸さんにインタビューしました。

FUKUSHIMA
市民インタビュー

福島市長　木
こ

幡
は た

　浩
ひろし

We Love♥ふくしま！
第14回『ヘルプマーク』

　昨年、知的障がいの疑似体験をしました。軍手を2枚重ね
て、シールを貼るのですが、思うようにいかず、もどかしい
のなんの！これが知的障がい者の感覚なのだそうです。急か
さないで、じっくり見守ることの大切さを学びました。
　一方、あるオストメイト（人工肛門・人工ぼうこうを造設
している方）は、「多目的トイレから出たとき『障がいも無い
のにマナーの悪い人！』といった目で見られるのがつらいで
す」とおっしゃっていました。内部障がいをお持ちの方は、
外見上、障がい者とは分かりません。それによる誤解が、そ
の方の心を傷つけるのです。
　健常者が思う以上に、障がいを持つ方々は、できるだけ自
立して生きたいという気持ちが強いようです。しかし、
ちょっとした援助や気遣いが必要な時もあります。
　そんな時にはまず、外見上は分からなくとも、配慮を必要

としていることを知らせるのが不可欠です。ヘルプマークは、
そのために考案されたマークです。内部障がいを持つ方や難
病の方、妊娠初期の方などが対象。福島市では昨年11月から、
ご希望の方にお渡し始めました。対象の方は、自分で頑張り
過ぎずに、勇気を持ってヘルプマークを活用されることをお
勧めします。
　そして、健常者はヘルプマークを持っている方を見たら、
席を譲ったり、ぶつからないようにしたり、温かく見守って
いただくと、お互い気持ちがいいと思います。
　オリンピック・パラリンピックの理念の１つ
は共生社会。誰もが暮らしやすい地域社会に向
けて、取り組みを強化してまいります。
　4月からは、手話言語条例も施行されます。
市民みんなが、手話であいさつできるように
なったら、手話でコミュニケーションをとる
方々も、これまで以上に明るく前向きに暮らせ
るようになるのではないでしょうか。
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６
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し
て
ほ

し
い
と
願
い
ま
す
。
皆
さ
ん

手
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
は
思
い

ま
す
が
、
あ
い
さ
つ
や「
あ

り
が
と
う
」な
ど
簡
単
な
言

葉
を
手
話
で
表
現
し
て
く
れ

る
だ
け
で
も
、
ろ
う
者
は
と

て
も
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。

 

今
後
の
展
望
は
？

　
福
島
市
に
は
、
花
見
山
や

温
泉
地
な
ど
観
光
資
源
が
随

所
に
あ
り
ま
す
。
観
光
客
の

中
に
は
耳
の
聞
こ
え
な
い
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。

観
光
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光
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が
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が
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あ
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。
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